
 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約９ｍ

側面図

約５ｍ

3300

杭木 未口220､ L=8.0m

橋 脚 正 面 図

5400

1500 2@1200=2400 1500

桁木 末口0.22m
L=4.50～6.50m
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ｺ ﾝ ｸ ﾘ ー ﾄ 杭φ300

L=12.0m

5400

1500 2@1200=2400 1500

桁木 末口0.30m
L=8.7～10.1m

コンクリート梁

上津屋橋（流れ橋）が昨年の台風で流されてから、1年 3ヶ月が経ちました。

たくさんの方から、さまざまなご意見を頂きました流れ橋の復旧工事が、この

11月 9日から始まりました。 

流れ橋の復旧工事の状況を多くの人に知ってもらい、この橋をより身近に感じ

てもらいたい、という思いで、この度、上津屋橋（流れ橋）工事通信を発刊する

こととなりました。毎月一回、開通まで、発行していく予定です。 

来年 3月末の完成に向けて、これから工事をどんどん進めていく予定ですの

で、ご期待下さい。 

コンクリート製の杭に変更 

橋脚を洪水に強
い構造にします。 

 創刊号 
                      平成 27 年 1１月 

                      京都府山城北土木事務所 
 道路計画室 0774-62-1731 

完成イメージ 

橋脚間の長さ
を拡大 

現在の流れ橋の状況
（11月 2日） 

北山杉で復旧               

丹精込めて育てられた北山杉を

使って、人々に愛されてきた橋を

復旧します。 

上津屋橋（流れ橋）工事通信 

橋面を75cm
嵩上げ 

水没・流出する
ことを少なく
します。 

洪水の時に流木等

のゴミが引っ掛か

りにくくします。 

今回の上津屋橋（流れ橋）
が以前と変わったところ 


